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←過去の「共に歩まん」はこちら

単元で育成する資質・能力を確認し，評価規準を作成しましょう！
単元を通してどのような資質・能力を育成するのかを学習指導要領解説で確認しましょう！
育成する資質・能力を確認することで、何を評価するのかが明らかになります。

単元のまとまりを意識した授業展開を考えましょう！

「単元の学習問題（単元を貫く学習問題）」を考えましょう！
ステップ２のような記述でまとめていくための「単元の学習問題」を設定しましょう。

単元のねらいを達成した子どもの姿を具体的にしましょう！
単元の終末場面で，子どもにどのようなまとめの文章を書いてほしいのかを育成したい資
質・能力をもとに教師が具体的に書いてみましょう。

単元のまとまりを意識した授業展開を考える際には，育成する資質・能力をも
とに，単元のスタートである問い「単元の学習問題」と単元のゴール「ねらいを
達成した子どもの姿」を具体的にすることが大切なんだね。単元の終末では，
再び「単元の学習問題」にもどり，まとめていく単元展開を考えてみよう！

ステップ１

ステップ２

ステップ３

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①自分たちが住む身近な地域や
Ａ市の様子を大まかに理解して
いる。
②観察・調査をしたり，地図な
どの資料で調べたりして，白地
図などにまとめている。

長野県内におけるＡ市の位置，
地形や土地利用，交通の広がり，
市役所など主な公共施設の場所
と働き，古くから残る建造物の
分布などに着目して，身近な地
域やＡ市の様子を捉え，場所に
よる違いを考え，表現している。

①自分たちが住む身近な地域やＡ市の
様子について，主体的に学習問題を追
究し，解決しようとしている。

例）小３ 「わたしのまち みんなのまち」 の評価規準

参考資料「指導と評
価の一体化」の巻末
資料にも，単元の評
価規準例が記載され
ていますよ！

Ａ市の北側の低く平らなところには，鉄道や高速道路が通っていて，私たちのくらしを支えるために働いている市
役所などの公共施設や古い建物があり，人がたくさん集まっている。また，西側には山があって土地が高く，りんご
畑などの果樹園が広がっていて，北側に比べて人はあまり集まっていない。つまり，Ａ市には様々な場所があり，地
形や土地の使われ方，道路の広がりなど，市内の様子は場所によって違いがある。

単元の学習問題：わたしたちのＡ市は，どのようなところなのだろう

この文章と，ステップ１の資質・能力を
見比べてみましょう！


